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出
産
奨
励
祝
金
の

　 

支
給
を
拡
充
し
ま
す

出
産
奨
励
祝
金
の

　 

支
給
を
拡
充
し
ま
す

上
野
原
市
で
は
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
の
拡
大
に
続
く
子
育
て
支
援
策
と

し
て
、
平
成
22
年
1
月
1
日
か
ら
出
産
奨
励

祝
金
の
支
給
額
を
拡
充
し
ま
す
。

◆
支
給
額

・
第
1
子
の
出
生
児

5
万
円

・
第
2
子
の
出
生
児

10
万
円

・
第
3
子
以
降
の
出
生
児

50
万
円

※
出
生
児
の
順
位
は
、
同
一
父
母
か
ら
生
ま

れ
た
順
位
で
す
。

◆
支
給
対
象
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
、
出

生
児
の
父
ま
た
は
母
に
支
給
し
ま
す
。

①
出
生
児
が
、
上
野
原
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票

支給要件

第1子の出生児
第2子の出生児

第3子以降の出生児

改正前

2年以上引き続き上野原市の住民
基本台帳に登録されている方で、
第3子以降の新生児を出産し、上
野原市に住民登録した方

支給無し
支給無し
300,000円（出生届出時20万円、小
学校入学時10万円）
第4子以降は10万円を加算

改正後
出生児の父または母が出産時まで
引き続き1年以上上野原市の住民
基本台帳・外国人登録原票に記
載・登録され、出生児が上野原市
の住民基本台帳・外国人登録原票
に記載・登録された方
50,000円
100 , 0 0 0円

500 , 0 0 0円

に
登
録
さ
れ
た
者
で
あ
る
こ
と

②
出
生
児
の
父
ま
た
は
母
が
出
産
の
日
ま
で

引
き
続
き
1
年
以
上
上
野
原
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
ま
た
は
外
国
人
登

録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

◆
祝
金
の
申
請
期
間

出
生
の
日
か
ら
3
か
月
以
内

◆
申
請
方
法

出
産
奨
励
祝
金
支
給
申
請
書
に
戸
籍
謄
本

を
添
付
し
て
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

（
蕁
62
―

3
1
1
5
）
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市
で
は
、
上
野
原
市
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画（
後
期
計
画
）

（
案
）を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
計
画（
案
）に
つ
い
て
、
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

こ
の
計
画（
案
）は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
福
祉
課
、
秋
山
支
所
お

よ
び
各
出
張
所
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
趣
旨

こ
の
計
画
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
を
め
ぐ
る
本
市
の
新

た
な
課
題
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
や

子
育
て
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
や
、
子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ
等

の
変
化
に
対
応
し
た
、
よ
り
効
果

的
で
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
す
る

た
め
、
現
在
の
上
野
原
市
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
の
前
期
計
画

を
見
直
し
、
平
成
22
〜
26
年
度
の

計
画
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
募
集
期
間

2
月
12
日（
金
）〜
26
日（
金
）

◆
提
出
方
法

持
参
、
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
ご
意
見
は
お
受
け
し

て
い
ま
せ
ん
。

◆
提
出
先

・
直
接
持
参
、
郵
送
の
場
合

〒
4
0
9
―

0
1
9
2
上
野
原

市
上
野
原
3
8
3
2
上
野
原
市

役
所
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

蕭
30
―

2
0
4
1

・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

fukushi@
city.uenohara.lg.jp

《
留
意
事
項
》

・
意
見
等
の
提
出
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
役
所
福
祉

課
、
秋
山
支
所
、
各
出
張
所
に

用
意
し
て
あ
る
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
意
見
等
提
出
用

紙
」
の
様
式
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
他
の
様
式
で
提
出
さ
れ

る
場
合
は
、
提
出
さ
れ
る
方
の

住
所
・
氏
名（
法
人
に
あ
っ
て

は
名
称
お
よ
び
所
在
地
）、
電

話
番
号
、
連
絡
先
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

・
意
見
提
出
の
際
は
日
本
語
で
お

願
い
し
ま
す
。
他
の
言
語
で
提

出
す
る
場
合
は
、
日
本
語
訳
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
意
見
等
の
提
出
の
際
に
記
入
さ

れ
た
住
所
・
氏
名
等
の
個
人
に

関
す
る
情
報
は
公
開
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
他
の
目
的
で
使
用

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。

・
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
内
容
ご
と
に
整
理
し
た
う

え
で
、
市
の
考
え
方
と
と
も
に

公
表
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校

Ａ
グ
ル
ー
プ【
大
目
・
甲
東（
和
見

分
校
含
む
）・
四
方
津
・
沢
松
小

学
校
】と
、
大
鶴
・
沢
松
幼
稚
園

の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い

て
、
各
地
区
聴
聞
会
・
説
明
会
お

よ
び
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
聞
き
し
た
う
え
で
、
次

の
と
お
り
教
育
委
員
会
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
。

《
小
学
校
Ａ
グ
ル
ー
プ
》

■
配
置
再
編
成
の
実
施
時
期

平
成
23
年
4
月
に
四
方
津
小
学

校
の
施
設
を
使
用
し
、
再
編
成

を
行
い
ま
す
。

■
学
校
名

上
野
原
市
立
上
野
原
西
小
学
校

■
校
歌
・
校
章
等

保
護
者
・
地
域
関
係
者
・
学
校

な
ど
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
で
き
る
限
り
少
な

い
費
用
で
開
校
ま
で
に
制
定
し

ま
す
。

《
大
鶴
幼
稚
園
》

■
配
置
再
編
成
の
実
施
時
期

平
成
23
年
3
月
を
も
っ
て
廃
園

と
し
ま
す
。

《
沢
松
幼
稚
園
》

■
配
置
再
編
成
の
実
施
時
期

将
来
的
に
は
廃
園
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
当
分
の
間
存
続
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

今
後
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
検

討
委
員
会
、
校
歌
・
校
章
検
討
委

員
会
を
設
置
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

内
容
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
児
童
等
が
新
設
校
へ
円
滑
に

移
行
で
き
る
よ
う
交
流
会
を
実
施

し
ま
す
。

な
お
、
教
育
委
員
会
方
針
の
全

文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
教
育

委
員
会
学
校
適
正
配
置
推
進
課
、

秋
山
支
所
お
よ
び
各
出
張
所
で
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

学
校
適
正
配
置

推
進
課
学
校
適
正
配
置
推
進
担

当（
蕁
62
│

3
4
0
8
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

上
野
原
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画（
後
期
計
画
）（
案
）

に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制

度
と
は
、
市
の
基
本
的
な
計
画

や
施
策
な
ど
を
策
定
す
る
過
程

に
お
い
て
公
表
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
市
は
提
出
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら

施
策
等
を
策
定
し
て
い
く
制
度

で
す
。

◎
小
学
校
Ａ
グ
ル
ー
プ【
大
目
・
甲
東
・

四
方
津
・
沢
松
小
学
校
】

◎
大
鶴
・
沢
松
幼
稚
園

の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

教育委員会
方針を決定
教育委員会
方針を決定

▲上野原西小学校として再編
成される四方津小学校
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上
野
原
市
成
人
式

上
野
原
市
成
人
式

成人したという
ことで、これを機
に気を引き締めて
生活してきたいと
思います。

金子美歩さん

▲成人式実行委員長
小俣剛貴さん

1
月
11
日
、
平
成
22
年
上
野
原
市
成
人
式

が
も
み
じ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
成
人
式
を
運
営
し
て
く
れ
た
実
行
委

員
の
み
な
さ
ん
の
当
日
の
様
子
や
、
広
報
に

寄
せ
て
く
れ
た
20
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

閉
会
の
こ
と
ば
　
守
屋
　
豊
さ
ん

開
会
の
こ
と
ば
　
園
田
哲
太
郎
さ
ん

20
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲式を進行する秋元　綾さん、志村和泉さん

▲伴奏　古瀬村貴子さん

▲指揮者　落合昭仁さん

川幡浩恵さん 小林雅俊さん

成人として責任
のある人になりた
いです。

この日を境に大
人として自覚を持
って生活していき
たいです。

社会人として、
世のためになるこ
とのできる人間と
して、活躍したい
です。

水越　泉さん

▲

▲
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誓
い
の
こ
と
ば

新
成
人
代
表
　
小
澤
祐
太
さ
ん

本
日
は
、
私
た
ち
新
成
人
の
門
出
を
お
祝
い

く
だ
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
新
成
人
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
感

謝
の
言
葉
と
、
成
人
と
し
て
の
決
意
を
表
明
い

た
し
ま
す
。

私
た
ち
新
成
人
は
、
先
ほ
ど
、
上
野
原
市
長

で
あ
り
ま
す
江
口
英
雄
様
を
は
じ
め
、
ご
来
賓

く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
か
ら
の
激
励
を
し
っ
か

り
と
胸
に
刻
み
込
み
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
自

身
の
人
格
形
成
に
励
む
と
と
も
に
、
一
社
会
人

と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
間
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
こ
と
を
こ
こ
に
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
、
私
た
ち
に
は

幾
多
の
壁
が
待
ち
構
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
壁
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
か
つ

乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
生
き
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
私
た
ち
で
す
が
、
皆
様
に
は
、
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
感
謝

の
言
葉
と
決
意
の
表
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

おめでとう
新成人のみなさん

▲成人の誓いを述べる
小澤祐太さん

小俣志貴さん 佐藤勝幸さん 山口　優さん 杉本恵一朗さん 橋本貴司さん

社会人としての
自覚を持ち、責任
ある行動をしてい
きたいです。

成人として日々
向上心を持ち、こ
れからも精一杯生
きていきます。

一花咲かせる！！ 成人としての自
覚を持ち、日々精
進していきたいと
思います。

責任ある行動と
人間性の向上を目
指していきたいと
思います。

▲アトラクションで盛り上がる会場▲20歳の門出を記念写真に収める新成人

励
ま
し
の
こ
と
ば

上
野
原
市
長
　
江
口
　
英
雄

上
野
原
市
成
人
式
を
挙
行
す
る
に
あ
た
り
、

新
し
い
世
代
を
担
う
皆
様
が
、
心
身
と
も
に
健

や
か
に
成
長
し
て
、
立
派
な
成
人
に
な
ら
れ
た

こ
と
を
お
祝
い
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

こ
と
は
、
私
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。保

護
者
、
ご
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
一
生
懸
命
に
愛
情
を
注
ぎ
育
て
ら
れ
、
本

日
の
成
人
の
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
成
人
の
皆
様
は
、
満
二
十
歳
を
迎
え
、
成

人
と
し
て
の
権
利
を
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
義
務
も
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

す
な
わ
ち
、
皆
様
は
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お

い
て
行
動
す
る
、
つ
ま
り
ひ
と
り
立
ち
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

新
成
人
の
皆
様
は
、
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活

躍
の
場
を
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

際
、
常
に
自
ら
の
可
能
性
を
追
求
す
る
強
い
精

神
力
を
磨
き
、
お
互
い
を
尊
敬
し
合
い
、
時
代

の
若
き
担
い
手
と
し
て
さ
ら
に
成
長
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
切
に
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
新
成
人
の
皆
様
方
の
輝
か

し
く
洋
々
た
る
前
途
を
祝
福
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
若
い
力
と
行
動
力
に
対
す
る
大
い

な
る
期
待
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

励
ま
し
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

▲新成人に励ましのこ
とばを送る江口市長
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放送局名

リモコン

番号

棡原

西原

ＮＨＫ

総合（甲府）

1

30ｃｈ

38ｃｈ
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2
月
25
日
に
、
棡
原
テ
レ
ビ
中
継
所（
聖

武
連
山
）お
よ
び
西
原
テ
レ
ビ
中
継
局（
大
羽

根
峠
）か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

棡
原
お
よ
び
西
原
中
継
局
の
放
送
エ
リ
ア

と
放
送
局
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
に
は
、

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

対
応
し
た
受
信
機
が
必
要
で
す
。

な
お
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）

で
受
信
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ご
契
約
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
者
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局（
蕁

0
5
5
―

2
2
2
―

1
3
8
0
）

ＮＨＫ

教育（甲府）

2

43ｃｈ

40ｃｈ

周
波
数

※エリア内であっても、地形やビ
ル陰等により電波が遮られる場
合などは視聴できないことがあ
ります。

棡原中継局サービスエリア

西原中継局サービスエリア

棡原中継局

西原中継局

山
梨
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　
棡
原
・
西
原
中
継
局
か
ら
放
送
開
始
！

山
梨
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　
棡
原
・
西
原
中
継
局
か
ら
放
送
開
始
！

市
で
は
、
平
成
22
年
度
市
営
住
宅
補
欠
入

居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
条
件
に
す
べ
て
該

当
す
る
こ
と

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
す
る
親
族

（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
、
事
実
上
婚

姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
方
、
ま
た

は
婚
姻
予
定
者
を
含
む
）が
い
る
こ
と

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
同
居
の
親
族
全
員
の

所
得
金
額
か
ら
、
政
令
で
定
め
る
額
を
控

除
し
、
12
か
月
で
割
っ
た
額
が
、
15
万
8

千
円（
高
齢
者
等
に
つ
い
て
は
21
万
4
千

円
）以
下
で
あ
る
こ
と

④
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員
に

よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
第
2
条
第
6
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

で
な
い
こ
と

⑤
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
こ
と

※
た
だ
し
、
②
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
単

身
入
居
で
き
る
方
は
、
次
の
イ
か
ら
ヘ
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
と
な
り
ま
す
。

※
常
時
介
護
を
受
け
る
必
要
の
あ
る
方
等
は

除
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

イ
　
60
歳
以
上
の
方

ロ
　
障
害
者
基
本
法
に
基
づ
く
認
定
を
受
け

て
い
る
方

ハ
　
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
基
づ
く
認
定

を
受
け
て
い
る
方

ニ
　
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大

臣
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

ホ
　
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
被
保
護
者

ヘ
　
海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
、
引
き
揚
げ
た

日
か
ら
5
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

●
募
集
期
間

2
月
5
日（
金
）〜
26
日（
金
）午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
30
分（
た
だ
し
、
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

※
申
請
書
は
建
設
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
な
お
、
申
請
書
提
出
に
際
し
、
簡
単

な
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

●
補
欠
入
居
該
当
者
の
有
効
期
間

平
成
22
年
4
月
1
日
〜
平
成
23
年
3
月
31

日
●
使
用
料

政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
収
入
等

に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

●
敷
金

使
用
料
の
3
か
月
分

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
計
画
担

当（
蕁
62
―

3
1
2
3
）

平
成
22
年
度
市
営
住
宅
補
欠
入
居
者
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「
統
合
し
て
か
ら
の
様
子
と
バ
ス
の
大
切
さ
」

上
野
原
中
学
校
1
年
Ａ
組
　
土
屋
亮
二

ぼ
く
は
、
小
学
校
の
頃
棡
原
小
学
校
に
い

ま
し
た
。
ぼ
く
が
、
5
年
生
の
時
に
上
野
原

中
学
校
と
統
合
す
る
と
聞
い
て
少
し
不
安
で

し
た
。

し
か
し
、
そ
の
不
安
も
実
際
に
中
学
校
に

来
て
見
る
と
、
そ
の
不
安
な
気
持
ち
が
全
く

反
対
に
な
り
ま
し
た
。
ぼ
く
の
小
学
校
で
は

同
級
生
が
9
人
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
、
ぼ
く
は
野
球
を
や
っ
て
い
た
の
で
、

上
野
原
中
学
校
に
来
て
だ
い
た
い
の
人
は
知

っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
見
知

ら
ぬ
顔
の
人
た
ち
も
い
て
最
初
は
緊
張
し
た

け
ど
、
今
は
、
緊
張
す
る
こ
と
も
な
く
Ａ
組

の
人
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
組

の
人
た
ち
と
も
友
達
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
気
の
合
う
友
達
も
増
え
、
毎

日
の
学
校
生
活
が
楽
し
く
な
っ
た
の
で
良
か

っ
た
で
す
。

ま
た
、
バ
ス
に
も
た
く
さ
ん
大
切
な
こ
と

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
時
間
の
大
切
さ
で
す
。
ぼ
く
は
、
小
学

校
の
頃
は
歩
い
て
学
校
に
通
っ
て
い
て
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
や
路
線
バ
ス
の
人
た
ち
は
こ
ん

な
坂
道
も
歩
い
て
帰
ら
な
く
て
い
い
な
、
全

然
疲
れ
な
く
て
い
い
な
と
ず
っ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
ぼ
く
が
予
想
し
て
い
た

以
上
に
バ
ス
通
学
も
朝
登
校
時
に
時
間
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変
な
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
中
学
校
に
入
っ
て
か
ら
み
ん
な

に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
時
間
を
か
な
り
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
で
す
。
そ
の
せ
い
で
学
校
に
着
く
の

が
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
そ
ん
な
こ
と
を
な
く
し
、
み
ん
な

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

「
統
合
し
て
」

上
野
原
中
学
校
2
年
Ａ
組
　
土
屋
侑
暉

僕
は
上
野
原
中
と
統
合
し
て
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
二
つ
あ
り
ま

す
。一

つ
目
は
、
友
達
が
多
く
で
き
て
と
て
も

楽
し
い
し
、
と
て
も
学
校
生
活
が
楽
し
く
な

っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
そ
の
裏
で
、
意
見

が
違
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
時
み
ん
な
は
い

や
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
も
友
達
が

い
る
か
ら
だ
と
思
う
の
で
い
い
経
験
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
こ
そ
本
当
の
友
達
が
で
き

る
と
僕
は
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
部
活
の
楽
し
さ
、
部
活
で
の

ラ
イ
バ
ル
で
す
。
僕
は
野
球
部
で
す
。
野
球

は
9
人
で
や
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
１
人
が
う

ま
く
て
も
な
に
も
で
き
な
い
け
ど
、
み
ん
な

が
い
る
か
ら
み
ん
な
が
う
ま
く
な
れ
る
と
思

新
し
い
学
校
生
活
の

感
想
・
抱
負

い
ま
す
。
こ
れ
も
一
つ
目
に
あ
っ
た
友
達
の

多
さ
と
関
係
し
て
い
ま
す
。
ま
た
部
活
で
の

ラ
イ
バ
ル
で
す
。
ラ
イ
バ
ル
が
い
る
か
ら
こ

そ
自
分
も
成
長
で
き
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

僕
に
も
ラ
イ
バ
ル
が
い
ま
す
。
そ
れ
で
今
の

自
分
が
い
る
の
で
と
て
も
統
合
し
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

感
想
は
こ
の
よ
う
に
良
い
こ
と
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
数
が
多
く
な
る
と
こ

の
よ
う
な
経
験
も
一
つ
の
成
長
の
一
歩
だ
と

思
う
の
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
中
も
明
る
く
楽
し
い

し
、
注
意
さ
れ
た
ら
し
っ
か
り
み
ん
な
で
切

り
替
え
も
で
き
て
い
る
の
で
良
い
と
思
い
ま

す
。最

後
に
僕
は
こ
の
統
合
し
た
中
学
校
の
3

年
間
を
大
切
に
し
て
、
い
い
経
験
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。
僕
は
統
合
し
て
と
て
も
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
統
合
に
つ
い
て
」

上
野
原
中
学
校
2
年
Ｂ
組
　
長
田
美
紗
稀

小
学
生
の
時
は
人
数
が
増
え
る
こ
と
で
い

ろ
い
ろ
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
実
際
に

来
て
み
て
友
達
も
で
き
て
楽
し
い
こ
と
が
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

人
数
が
増
え
て
最
初
は
知
ら
な
い
人
ば
か

り
で
友
達
が
で
き
る
か
、
う
ま
く
や
っ
て
い

け
る
か
と
不
安
ば
か
り
で
し
た
が
今
は
統
合

し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
時
間
が
色
々
と
大
変
で

す
。
特
に
早
く
終
わ
る
時
で
も
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
時
間
が
遅
い
と
大
変
で
す
。

で
も
統
合
し
、
人
数
が
増
え
て
、
し
た
こ

と
の
な
い
ク
ラ
ス
替
え
や
、
人
数
が
少
な
い

と
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
他
に
も
学
園
祭
が
ク
ラ
ス
対
抗

で
で
き
た
り
、
棡
原
で
は
ぜ
っ
た
い
に
で
き

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
人
数
が
増
え
る
と

色
々
大
変
な
こ
と
も
あ
る
と
思
う
け
ど
楽
し

い
こ
と
の
方
が
ぜ
っ
た
い
多
い
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
入
っ
て
く
る
小
学
生

も
棡
原
よ
り
楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
る
と

思
い
ま
す
。
最
初
は
知
ら
な
い
人
ば
か
り
で

不
安
が
あ
る
人
も
い
る
と
思
う
け
れ
ど
上
中

に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
最

初
は
地
域
の
中
学
校
に
行
き
た
い
な
っ
て
思

っ
て
い
た
け
ど
上
中
の
先
輩
の
話
を
聞
い
て

楽
し
そ
う
だ
な
っ
て
思
え
ま
し
た
。
あ
と
一

年
半
ぐ
ら
い
で
す
が
上
中
で
楽
し
い
中
学
生

活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

平
成
20
年
4
月
に
上
野
原
・
棡
原
・
西
原

中
学
校
の
適
正
配
置（
統
合
）を
行
い
、
棡

原
・
西
原
地
区
の
生
徒
は
上
野
原
中
学
校
へ

通
学
し
て
い
ま
す
。

12
月
号
か
ら
今
月
号
の
3
回
に
わ
た
り
、

棡
原
・
西
原
地
区
か
ら
上
野
原
中
学
校
へ
通

学
す
る
8
名
の
生
徒
の
作
文
を
ご
紹
介
し
て

き
ま
し
た
。

作
文
に
は
生
徒
の
率
直
な
感
想
が
表
現
さ

れ
て
い
て
、
新
し
い
学
校
生
活
へ
の
不
安
が

楽
し
さ
へ
変
化
し
て
い
く
様
子
や
、
人
数
の

多
い
学
校
で
の
集
団
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
し
て
学
ん
で
い
る
た
く
ま
し
い
生

徒
の
姿
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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12
月
25
日（
金
）の
ふ
れ
愛
ト
ー

ク
で
は
、
上
野
原
動
物
の
会
の
方

が
お
越
し
に
な
り
保
護
動
物
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

《
保
護
し
た
動
物
の

係
留
場
所
に
つ
い
て
》

上
野
原
市
で
は
、
動
物
を
保
護

す
る
と
、
飼
い
主
の
元
へ
戻
せ
る

よ
う
に
、
な
る
べ
く
長
い
期
間
保

護
し
て
く
れ
て
い
て
、
と
て
も
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
る
。
た
だ
、

保
護
し
て
い
る
場
所
が
動
物
に
と

っ
て
あ
ま
り
よ
く
な
い
環
境
で
あ

る
と
思
う
。
ま
た
、
動
物
の
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
お
世
話
を
し

た
い
が
、
係
留
場
所
の
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
は
休
日
は
入
れ
な
い

の
で
手
伝
う
事
が
で
き
な
い
。

市
長

動
物
を
保
護
し
た
場
合

原
則
で
は
市
で
2
日
間
保
護
し
、

県
の
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
送
る

が
、
飼
い
主
が
見
つ
か
る
よ
う
に

長
め
に
市
で
保
護
し
て
い
る
。

生
活
環
境
課

犬
を
保
護
し
た

場
合
、
音
声
告
知
端
末
で
情
報
を

流
し
て
い
る
。
そ
れ
を
聞
い
て
飼

い
主
が
迎
え
に
く
る
こ
と
も
何
件

か
あ
っ
た
。
係
留
場
所
は
、
保
護

し
た
犬
が
吠
え
る
こ
と
も
あ
り
、

住
宅
が
周
囲
に
あ
る
市
役
所
庁
舎

よ
り
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
方
が

適
し
て
い
る
。
動
物
の
ケ
ア
は
、

日
曜
日
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

職
員
が
い
な
い
の
で
そ
の
辺
を
臨

機
応
変
に
対
応
し
た
い
。

市
長

人
間
で
も
動
物
で
も
命

の
大
切
さ
は
同
じ
で
あ
る
。
社
会

全
体
が
人
間
の
心
を
癒
す
よ
う
に

進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。

2
月
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

2
月
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
は
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

2
月
25
日（
木
）午
前
9

時
〜
11
時

●
場
所

市
長
室

●
方
法

お
一
人
ま
た
は
一
組

（
5
人
程
度
）を
対
象
と
し
て
、

対
話
時
間
は
お
お
む
ね
20
分
と

し
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画

課
政
策
推
進
担
当（
蕁
62
―

3
1

1
8
・
蕭
62
―

5
3
3
3
）

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

《
山
梨
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
》

【
甲
種
功
労
章
】

上
條
政
教
、
梶
原
豊
彦
、
池
田

重
、
河
内
巌
、
和
智
広
道

【
乙
種
功
労
章
】

岡
部
睦
、
田
村
忠
、
小
俣
億
学
、

和
智
孝
夫
、
相
川
益
己
、
安
藤

祐
次
、
尾
形
一
雄
、
水
越
雅
秋
、

大
神
田
武
、
加
藤
浩
一
、
市
川

和
典
、
池
田
大
輔
、
岡
田
嘉
雄
、

小
鷹
一
夫
、
森
清
幸
、
杉
本
浩

長
、
小
坂
恭
一
、
杉
本
英
紀
、

鷹
取
孝
一
、
奥
田
良
一
、
木
下

浩
、
横
瀬
孝
喜
、
奈
良
吉
雄
、

桑
原
春
男
、
加
藤
正
樹
、
小
俣

秋
彦
、
井
上
弘
一
、
関
戸
勝
夫
、

平
賀
透
、
関
戸
治
彦
、
井
上
隆

央
【
退
職
消
防
団
長
感
謝
状
】

山
口
憲
治

【
消
防
協
力
者
お
よ
び

協
力
団
体
感
謝
状
】

江
藤
美
代
子

《
山
梨
県
消
防
協
会

東
部
支
部
長
定
例
表
彰
》

【
支
部
長
表
彰
】

坂
本
孝
雄
、
小
俣
龍
一
、
雨
宮

康
雄
、
鈴
木
敏
彦
、
安
藤
朗
、

志
村
進
、
戸
田
正
廣
、
小
俣
泰

志
、
佐
藤
文
男
、
萩
原
一
光
、

志
村
勝
巳
、
市
川
彰
、
上
條
貞

夫
、
山
口
光
彦
、
久
嶋
一
浩
、

佐
藤
昭
、
原
田
幸
司
、
高
橋
康

介
、
福
嶋
孝
洋
、
水
越
洋
和
、

佐
渡
伸
司
、
白
鳥
好
文
、
長
田

優
二
、
奈
良
善
信
、
長
谷
川
政

光
、
井
上
政
司
、
原
田
隆
司
、

天
野
浩
志
、
関
戸
寛
二
、
関
戸

広
延
、
原
田
勉
、
牧
野
剛

《
富
士
・
東
部
地
域

県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰
》

【
所
長
表
彰
】

上
條
恭
一
、
守
屋
武
、
山
口
知

彦
、
石
原
信
、
長
田
秋
男
、
藤

本
正
博
、
安
留
清
、
佐
藤
祐
、

多
賀
井
修
一

《
上
野
原
警
察
署
長
・

防
犯
協
会
支
部
長
表
彰
》

【
防
犯
功
労
者
表
彰
】

大
神
田
正
樹
、
三
橋
薫
、
和
智

孝
也
、
安
藤
武
彦
、
織
田
俊
雄
、

織
田
裕
士
、
関
戸
秀
光
、
不
動

田
岳
史
、
井
上
秀
喜
、
小
山
武

明
、
大
神
田
充
、
市
川
彰
、
山

崎
栄
二
、
市
川
典
昭
、
石
井
一

也
、
網
野
貴
洋
、
大
房
攻
至
、

足
立
裕
一
、
加
藤
直
也
、
水
越

喜
雄
、
秦
伸
也
、
石
井
清
一
、

山
本
貢
、
白
鳥
松
春
、
海
上
裕

俊
、
和
田
直
之
、
鶴
切
剛
司
、

伊
藤
博
和
、
脇
坂
誠
、
夘
月
孝

一
、
山
本
正
年
、
細
川
重
治
、

奈
良
洋
治
、
小
俣
勝
、
小
笠
原

嘉
秀
、
志
村
光
造
、
原
田
寿
文
、

須
藤
弥
一
、
関
戸
一
功
、
落
合

昭
年

《
上
野
原
市
長
表
彰
》

【
功
労
章
】

奈
良
竹
虎
、
藤
本
正
博
、
佐
藤

邦
彦
、
天
野
久

【
勤
続
章
】

志
村
行
秀
、
氏
家
隆
信
、
鷹
取

将
次
、
小
林
茂
夫
、
安
留
貞
治
、

志
村
利
光

《
上
野
原
市
消
防
団
長
表
彰
》

【
精
勤
章
】

竹
谷
忠
、
久
島
俊
明
、
小
俣
伸

二
、
志
村
直
人
、
入
江
健
二
、

市
川
雅
也
、
酒
井
伸
一
郎
、
木

田
猛
、
飯
島
亮
、
加
藤
聡
、
安

富
薫
、
内
藤
裕
之
、
小
俣
陽
介
、

坂
本
充
康
、
佐
々
木
貴
司
、
白

鳥
司
、
尾
形
到
、
山
本
仁
洋
、

和
田
直
之
、
杉
本
理
夫
、
原
田

宙
【
優
良
機
械
器
具
整
備
表
彰
】

大
目
分
団
第
三
部
、
甲
東
分
団

第
三
部
、
巌
分
団
第
一
部
、
大

鶴
分
団
第
四
部
、
島
田
分
団
第

二
部
、
上
野
原
分
団
第
四
部
、

棡
原
分
団
第
四
部
、
西
原
分
団

第
一
部
、
秋
山
第
一
分
団
第
二

部
寺
下
班
、
秋
山
第
二
分
団
第

二
部
金
山
班

【
優
良
防
火
管
理
表
彰
】

八
ツ
沢
地
区
株
式
会
社
プ
リ
モ

出
初
式

　
被
表
彰
者

出
初
式

　
被
表
彰
者



診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

9 広報うえのはら　平成22年2月号　　　　　

月曜日

両角・外間

進藤・前田

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

鶴野

地場

小林

※2

※3

櫻林

推進委員を引き受けて

「上野原スマイルプラン」が掲げられ、5年目になりま
す。総合目標を「一人一人が自分らしく暮らせるまち、
男女が互いに認め合い、思いやるひとづくり・まちづく
りをめざします。」としてきました。また、それに伴い
基本プランを4点掲げ、様々な取り組みを行ってきまし
た。身近なものでは、家庭での男性の自立、男女差別の
ない家庭づくり、また、働きやすい職場づくりへの意識
付け、地域社会との交流などがありました。
我が家では、「男の子だから、女の子だから」という

言葉を使わないようにしています。小さいときから女性
も男性も同じ人間であることを意識させたいと思ってい
ます。週末は夫が食事を作ったり、後片付けをしたりし
ます。夫が食事の支度をするときには子どもに手伝わせ
たりするので、コミュニケーションも自然ととれていま
す。
今まで日常生活の中のちょっとしたことが男女共同参

画にあてはまるが、気付いてないことが多いような気が
します。内容がよく分からない。難しいという意識があ

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.42

る。どう取り組んでいいか分からない。ということでな
かなか取り組みを行うことができない理由の一つではな
いかと感じています。

■行政や市民の積極的な関わりが必要

何回か行われた会議の中で、このようなプランを掲げ
てもまだまだ啓発活動が足りないという意見が多数出さ
れました。「男女共同参画」ということには興味を持っ
ている方々も多いと思いますが、今は、上野原市広報の
紙面上が唯一の情報源です。実際に上野原市がどのよう
な取り組みをしているのかという情報が少ないように感
じます。もっと行政や市民が積極的に関わらなければ変
わっていかない問題だということを痛感しました。
また、男女共同参画の歴史などについての学習会を行

っている中で、様々な地域、年代の方々と意見交換をす
ると様々な考え方や意見が出てきました。「男女共同参
画」ということについて意識の差があるように感じてい
ます。今後、女性のリーダーが各分野で増えることを期
待するとともに、誰もが住みやすいこれからの上野原の
まちづくりを考え、男女共同参画について意識の統一を
図っていくことはこれからの大きな課題です。

（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

金曜日

両角・毛利

村田・井上

非常勤小児科医交替

長坂

細川

細川

川村

井山・須田

岡本

水上

非常勤内科医交替

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

《上野原市立病院　2月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

火曜日

櫻林・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

鶴野

前田

水曜日

両角・津久井大

二階堂・反頭

中根

長坂

吉田

吉田

戸島・須田

間渕

森山

長尾

前田

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

喜瀬

戸田（予約第1週）

※1

高橋

平良（予約）

高橋

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 脳神経外科の木曜日は、非常勤脳外科医が交替で診療を行います。
※2 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※3 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が津久井大医師、第2・4週が村田医師が診療を行います。
※表は1月25日現在の予定です。診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。



申 請 月

3月～ 5月

6月～ 8月

9月～11月

12月～2月

3月

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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ご
み
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
る
ご
み
の
分
け
方
や
出
し
方
に

関
す
る
多
く
の
質
問
の
う
ち
、
今

回
は《
ご
み
出
し
の
注
意
点
》に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、《
不
燃
性
粗
大
ご
み
・

各
種
リ
サ
イ
ク
ル
・
処
理
で
き
な

い
も
の
》に
つ
い
て
は
ご
み
分
別

収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

《
ご
み
出
し
の
注
意
点
》

Ｑ
い
つ
も
の
時
間
に
収
集
車
が
来

な
い
の
で
す
が
？

Ａ
ご
み
の
量
や
道
路
工
事
な
ど
に

よ
っ
て
、
収
集
時
間
が
不
規
則

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
み
は
必
ず
朝
8
時
ま
で

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
麻
袋
に
入
れ
て
出
し
た
ご
み
が

収
集
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す

が
？

Ａ
ご
み
袋
は
透
明
・
半
透
明
の
も

の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
紙

袋
や
麻
袋
な
ど
中
身
が
確
認
で

き
な
い
袋
で
出
さ
れ
た
ご
み
は

収
集
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
缶
の
日
に
、
ス
プ
レ
ー
缶
を
出

し
た
の
に
収
集
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
？

Ａ
ス
プ
レ
ー
缶
は
中
身
を
空
に
し

て
、
穴
を
開
け
て
、
軽
く
潰
し

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
事

故
防
止
の
た
め
穴
が
開
い
て
い

な
い
場
合
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

Ｑ
通
勤
途
中
に
最
寄
り
の
集
積
所

に
ご
み
を
出
し
た
い
の
で
す

が
？

Ａ
地
域
の
利
用
者
の
迷
惑
に
な
り

ま
す
の
で
、
各
家
庭
で
定
め
ら

れ
た
集
積
所
以
外
に
は
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
集
積
所
の
設

置
お
よ
び
管
理
は
そ
れ
ぞ
れ
の

利
用
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
畳
を
処
分
し
た
い
の
で
す
が
？

Ａ
畳
や
ト
タ
ン
な
ど
の
大
き
い
品

目
や
、
引
越
し
な
ど
で
大
量
に

ご
み
が
出
る
場
合
は
、
直
接
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
蕁
63
│

5
3
5
3
）

平
成
22
年
度
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
お
よ
び
在
宅
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
予
定

で
す
。

《
新
湯
治
場
秋
山
温
泉

利
用
料
金
無
料
化
事
業
》

高
齢
者
の
福
祉
と
健
康
増
進
を

目
的
に
、
秋
山
温
泉（
入
浴
施
設

の
み
）の
利
用
を
年
間
5
回
ま
で

無
料
と
し
ま
す
。

■
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す

る
75
歳
以
上
の
方
で
利
用
者
証

の
交
付
を
受
け
た
方（
申
請
が

必
要
で
す
。）

■
利
用
回
数

年
間
5
回
ま
で

■
利
用
上
の
注
意

①
平
成
22
年
度
の
利
用
者
証
は
平

成
22
年
4
月
1
日
か
ら
利
用
で

き
ま
す
。（
平
成
21
年
度
に
交
付

さ
れ
た
利
用
者
証
の
有
効
期
限

は
3
月
31
日
ま
で
で
す
の
で
、

更
新
の
申
請
が
必
要
で
す
。）

②
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
午
後
5

時
以
降
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

③
無
料
送
迎
バ
ス
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。

④
年
度
途
中
で
申
請
さ
れ
る
方

は
、
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

1
か
月
前
か
ら
申
請
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
利
用
は
75
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
て
か
ら
と
な
り

ま
す
。

《
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業
》

家
族
介
護
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
目
的
で
、
家
族
介
護
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す
。

●
対
象
者

要
介
護
度
4
ま
た
は

5
の
要
介
護
者
と
同
居
し
、
常

時
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

●
支
給
額

月
額
5
千
円

《
病
院
等
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
》

市
内
医
療
機
関
受
診
等
の
際
の

交
通
不
便
を
解
消
す
る
た
め
の
移

送
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

●
利
用
回
数

月
に
往
復
2
回

（
ま
た
は
片
道
4
回
）

●
移
送
範
囲

市
内
の
み

●
利
用
範
囲

病
院
の
通
院
・
入

退
院
、
福
祉
施
設
へ
の
入
退
所

●
利
用
料

無
料

●
利
用
日
時

月
〜
金
曜
日
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

《
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
》

「
食
の
自
立
支
援
」
を
目
的
に
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者（
次
の
2
つ
の
要
件
を

満
た
す
方
）

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

②
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま

た
は
高
齢
者
世
帯
で
、
い
ず
れ

か
が
虚
弱
な
場
合

●
利
用
日
・
利
用
回
数

週
6
回

以
内
で
月
〜
土
曜
日
の
昼
食
と

な
り
ま
す
。

●
利
用
料

１
食
300
円

い
ず
れ
の
場
合
も
申
請
は
、
3

月
1
日（
月
）か
ら
長
寿
健
康
課
お

よ
び
、
秋
山
支
所
ま
た
は
各
出
張

所
で
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）

利用回数

5回

4回

3回

2回

1回
※申請月により利用回
数が異なります。



3～4か月児

9～10か月児

1歳6か月児

3 歳 児

申込み・問い合わせ

055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

★乳幼児健診（2/1～3/10までの予定）

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 2月22日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者。
※保健担当へ電話でお申込みください。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み 受診希望日の1か月前までに、各実施
機関に直接お申込みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち

物など、詳細は各施設へお問い合わせください。

実施日

2月 5日（金）
2月24日（水）
3月 4日（木）
2月10日（水）
3月10日（水）

午前9：45～10：00
市内に住民登録のあ
る方で血糖値が高く
糖尿病が気になる方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定、血糖検査等

2月19日（金）
保健センター（勤労青少年ホーム）

実 施 日

場 所

受付時間

対 象 者

内 容

持 ち 物

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日を除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等のご都合のつかない方は、保健担当へお

問い合わせください。

★すこやか健康相談

※血糖値が高く糖尿病が気になり健康相談を希望
される方は、電話等で前日までにご連絡くださ

い。当日は空腹時の血糖を測定するため、朝食

は食べないようにしてください。（湯茶は可）

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 女性特有のがん検診推進事業の対象

者（子宮頸がん検診無料クーポン券を
持っている方）、市内に住民登録のあ
る成人女性

◎検 診 料 1,500円（無料クーポン券を持参すると
無料となります。）

◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください。（山梨県内のみ。）

◎申 込 み 受診希望日前に長寿健康課保健担当
へお申込みください。無料クーポン
券をお持ちの方は、受診予定の医療
機関に直接予約をして受診してくだ
さい。

※市の集団検診との重複受診はできません。

健康手帳（持っていない方には当日交付します）

午前10：30～11：15
市内に住民登録のあ
る方で健康相談を希
望する方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定等

11 広報うえのはら　平成22年2月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

2 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

該当児

平成21年9月16日～10月生
平成21年4月～5月15日生
平成20年7月16日～8月生
平成18年8月16日～9月生
平成18年10月～11月15日生

送迎

一部あり

一部あり

なし

実施機関

クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）



※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

2
月
3
日（
水
）、
10
日

（
水
）、
17
日（
水
）、
24
日（
水
）、

3
月
3
日（
水
）午
前
9
時
〜
正

午
●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
午
前
11
時
〜

正
午
）」
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

市
消
防
本
部
で
は
、
応
急
手
当

講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

2
月
20
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
締
切

2
月
15
日（
月
）

※
再
受
講
の
方
は
申
込
み
の
際
、

以
前
に
受
講
し
た
普
通
救
命
講

習
修
了
証
の
交
付
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
3
月
以
降
の
講
習
日（
予
定
）

3
月
27
日（
土
）、
4
月
24
日

（
土
）、
5
月
29
日（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
2
）

国
民
年
金
に
加
入
の

み
な
さ
ん
へ

■
国
民
年
金
保
険
料
は
便
利
で
お

得
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振

替
に
す
る
こ
と
で
、
指
定
さ
れ
た

口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
保
険
料

が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
一
度
手

続
き
す
る
だ
け
で
、
毎
月
金
融
機

関
等
に
出
向
く
必
要
が
な
く
、
納

め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

■
割
引
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

振
替
方
法
に
は
当
月
末
の
振
替

（
早
割
）を
は
じ
め
、
割
引
額
が
さ

ら
に
多
く
な
る
6
か
月
分
、
1
年

分
の
前
納
な
ど
の
お
得
な
割
引
制

度
が
あ
り
ま
す
。

■
手
続
方
法

午
後
5
時
30
分（
シ
フ
ト
勤
務

に
よ
る
。
休
憩
1
時
間
）

●
給
与

山
梨
県
東
部
広
域
連
合

規
程
に
基
づ
き
支
給

●
そ
の
他

健
康
保
険
・
雇
用
保

険
・
厚
生
年
金
の
適
用
あ
り

●
申
込
方
法

履
歴
書（
資
格
等

の
写
し
を
添
付
）を
持
参
し
、

大
鶴
楽
生
園
へ
直
接
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

大
鶴
楽
生
園

（
蕁
63
│

0
9
7
1
）

山
梨
県
最
低
賃
金
が

決
ま
り
ま
し
た

《
地
域
別
最
低
賃
金
》

・
山
梨
県
最
低
賃
金

1
時
間
6
7
7
円

※
平
成
21
年
10
月
1
日
か
ら
適
用

《
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
》

・
電
子
部
品
、
デ
バ
イ
ス
、
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

1
時
間
7
8
2
円（
変
更
前
7

7
9
円
）

※
平
成
21
年
12
月
27
日
か
ら
適
用

・
自
動
車
、
同
附
属
品
製
造
業

1
時
間
7
9
1
円（
変
更
前
7

8
8
円
）

※
平
成
21
年
12
月
26
日
か
ら
適
用

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
労
働
局
賃

金
室（
蕁
0
5
5
―

2
2
5
―

2

8
5
4
）

金
融
機
関
等
の
窓
口
に
あ
る

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納

付
申
出
書
」に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
金
融
機
関
等
届
出
印
を
押
印

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替

納
付
申
出
書
」は
、
市
民
課
国
保

年
金
担
当
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。な

お
、
年
度
末
は
申
込
み
が
特

に
殺
到
す
る
た
め
、
確
実
に
4
月

か
ら
振
替
開
始
可
能
と
す
る
た
め

に
は
、
2
月
末
日
ま
で
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

日
本
年
金
機
構

大
月
年
金
事
務
所（
蕁
22
│

3
8

1
1
）ま
た
は
、
市
民
課
国
保

年
金
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
2
）

大
鶴
楽
生
園
嘱
託
職
員
募
集

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
大
鶴
楽

生
園
で
は
、
次
の
と
お
り
嘱
託
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
職
種

支
援
員（
介
護
職

員
）

●
募
集
人
員

若
干
名

●
資
格
等

介
護
に
熱
意
の
あ
る

方（
介
護
等
の
資
格
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
。）

●
勤
務
日
数

週
5
日（
シ
フ
ト

勤
務
に
よ
る
）

●
勤
務
時
間

午
前
8
時
30
分
〜

広報うえのはら　No.60  12
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農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
、
農
地
を

農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
2
月
の
申
請
書
提
出
期
限

2
月
10
日（
水
）ま
で

※
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

な
お
、
詳
細
は
農
業
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
―

3
1

1
9
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。



教
授
）

②
「
山
梨
県
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン（
素
案
）」
説
明

③
意
見
交
換

●
そ
の
他

参
加
自
由（
事
前
の

申
込
み
等
は
不
要
）

●
問
い
合
わ
せ

県
土
整
備
部
都

市
計
画
課
計
画
担
当（
蕁
0
5

5
│

2
2
3
│

1
7
1
6
）

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局
で

は
、
平
成
22
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
は
、

国
有
林
の
広
報
誌
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
の
定
期
送
付
、
国
有
林
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、
国

有
林
の
管
理
経
営
に
対
す
る
意
見

や
提
言
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

国
有
林
に
関
心
の
あ

る
関
東
森
林
管
理
局
管
内
1
都

10
県
に
居
住
の
成
人

●
募
集
人
員

70
名

●
任
期

平
成
22
年
4
月
〜
平
成

23
年
3
月
ま
で

●
応
募
資
格

国
会
お
よ
び
地
方

議
会
の
議
員
、
地
方
公
共
団
体

の
長
お
よ
び
常
勤
の
国
家
公
務

員
、
こ
れ
ま
で
に
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
の
経
験
が
あ
る
方
を
除
く

関
東
森
林
管
理
局
管
内
居
住
の

上
野
原
市
社
会
福
祉
大
会
を

開
催
し
ま
す

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市

の
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ

っ
た
方
々
や
団
体
お
よ
び
福
祉
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品
者
を

表
彰
し
、
今
後
の
市
の
社
会
福
祉

を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
当
日
は
、
記
念
講
演
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

3
月
7
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議

会（
蕁
63
│

0
0
0
2
）

東
部
地
域
高
齢
者
作
品
展
を

開
催
し
ま
す

東
部
地
域
高
齢
者
作
品
展
を
都

留
市
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
開
催
し

ま
す
。

●
日
時

・
3
月
3
日（
水
）午
後
1
時
〜
午

後
4
時

・
3
月
4
日（
木
）午
前
9
時
〜
午

後
4
時

・
3
月
5
日（
金
）午
前
9
時
〜
正

午
《
出
展
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
》

作
品
展
に
は
、
日
本
画
・
洋
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
、
文
芸

成
人
の
方

●
申
込
方
法

郵
便
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
メ
ー
ル
で
、
氏
名（
ふ
り

が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、

年
齢
、
職
業
、
住
所（
郵
便
番

号
）、
電
話
番
号
、
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か
け
、

応
募
の
理
由（
100
字
程
度
）を
記

載
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

2
月
19
日（
金
）

当
日
必
着

●
選
定
結
果

3
月
中
に
依
頼
状

の
発
送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
応
募
多
数
の
場
合
に
は

抽
選
に
よ
る
選
定
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
選
定
結
果

部
門
が
あ
り
、
文
芸
を
除
く
各
部

門
の
優
秀
作
品
は
、
第
37
回
山
梨

県
シ
ル
バ
ー
作
品
展
へ
出
展
さ
れ

ま
す
。

●
対
象
者

60
歳
以
上
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
限

2
月
9
日（
火
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

福
祉
協
議
会（
蕁
63
│

0
0
0
2
）

「
山
梨
県
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン（
仮
称
）」
地
域
別
意
見

交
換
会
の
開
催

山
梨
県
で
は
、
今
後
の
都
市
づ

く
り
の
方
向
性
を
示
す
た
め
、
県

全
域
を
対
象
と
し
た
「
山
梨
県
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
仮
称
）」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
に
県
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
、
県
内
各
地
で
説
明
会
お

よ
び
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

す
。都

留
市
、
大
月
市
、
上
野
原
市

の
み
な
さ
ん
を
対
象
と
し
た
意
見

交
換
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
日
時

2
月
19
日（
金
）午
後
6

時
〜

●
場
所

大
月
市
民
会
館
視
聴
覚

室（
大
月
市
御
太
刀
2
│

11
│

22
）

●
内
容

①
専
門
家
に
よ
る
基
調
講
演

中
井
検
裕
氏（
東
京
工
業
大
学

13 広報うえのはら　平成22年2月号　　　　　
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区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

障 害 者 出 張 相 談

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

12日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
10日
午前 10：00 ～ 　　正　午
28日
午前 9：00 ～ 　　正　午

午後 1：30 ～  4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月・火・水・金曜日

午前 8：30 ～ 午後 4：00 63-5700
0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日
午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール
3階和室

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

15日

2月の相談日

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30 ～ 午後 5：00

・25日  もみじホール
3階会議室7

市役所会議室A
午前 10：00 ～ 　　正　午

市役所会議室B

（祝日除く）

（祝日除く）

18日（要予約　　62ー3115）

（祝日を除く）

（28日を除く）

に
対
す
る
個
別
の
お
問
い
合
わ

せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
い
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
概

要
・
募
集
等
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/
kanto/apply/publicsale/kika
ku/m

onitor.htm
l

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
3

7
1
│

8
5
0
8
群
馬
県
前
橋

市
岩
神
町
4
│

16
│

25
関
東
森
林

管
理
局
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

（
蕁
0
2
7
│

2
1
0
│

1
1
5

0
蕭
0
2
7
│

2
1
0
│

1
1
5

4

電
子
メ
ー
ルkanto_kika

ku@
rinya.m

aff.go.jp

）
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休
日
の
消
費
生
活
相
談
会
の

お
知
ら
せ

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

日
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
県

民
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
多
重

債
務
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
対

応
の
た
め
、
弁
護
士
に
よ
る
休
日

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時

2
月
20
日（
土
）、

3
月
6
日（
土
）、
20
日（
土
）

午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時

〜
4
時

●
会
場

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

（
甲
府
市
飯
田
1
│

1
│

20
山
梨

県
Ｊ
Ａ
会
館
5
階
）

●
費
用

無
料

●
申
込
方
法

県
民
生
活
セ
ン
タ

ー
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
民

生
活
セ
ン
タ
ー（
蕁
0
5
5
│

2

3
5
│

8
4
5
5
）

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

北
都
留
学
園
学
生
募
集

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
で
は
、

平
成
22
年
度
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

「
生
き
が
い
の
創
造
と
地
域
文

化
の
振
興
に
参
画
す
る
指
導
者
と

し
て
の
資
質
の
育
成
」
が
勧
学
院

の
ね
ら
い
で
す
。
長
年
培
っ
て
き

た
知
識
や
技
能
を
さ
ら
に
磨
き
、

県
下
9
学
園
に
集
う
仲
間
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
山
梨
・
日
本
の

心
・
時
代
の
潮
流
・
高
齢
社
会
・

地
域
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
募
集
人
数

北
都
留
学
園
40
名

（
県
下
9
学
園
で
360
名
）

●
入
学
資
格

県
内
在
住
の
概
ね

60
歳
以
上
の
方
で
、
健
康
で
学

習
意
欲
の
あ
る
方

●
修
業
年
限

2
か
年

●
主
な
学
習
場
所

も
み
じ
ホ
ー

ル
●
申
込
期
限

3
月
18
日（
木
）

ま
で（
定
員
に
達
し
次
第
締
め

切
り
）

●
学
費
等

5
6
7
0
円
を
集
金

し
ま
す
。（
年
間
基
本
学
習
費
5

千
円
、
そ
の
他
保
険
270
円
、
勧

学
院
バ
ッ
チ
400
円
）

●
募
集
要
項

教
育
学
習
課
社
会

教
育
担
当
、
富
士
・
東
部
教
育

事
務
所
（
南
都
留
合
同
庁
舎
内
）

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富

士
・
東
部
教
育
事
務
所（
蕁
45
│

7
8
2
1
）

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
は

お
早
め
に

環
境
省
、
経
済
産
業
省
、
総
務

省
が
実
施
し
て
い
る
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
事
業
の
申
請
期
限
は
、
平
成
22

年
4
月
30
日
ま
で
で
す
。

期
限
間
近
に
な
る
と
申
請
が
集

中
し
、
申
請
し
て
か
ら
の
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
登
録
、
交
換
商
品
の
到
着

ま
で
、
通
常
の
1
〜
2
か
月
よ
り

更
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
請
す
る
と
1

週
間
程
度
早
く
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が

登
録
で
き
ま
す
。

●
対
象
製
品

平
成
21
年
5
月
15

日
か
ら
平
成
22
年
3
月
31
日
ま

で
に
購
入
し
た
対
象
製
品（
省

エ
ネ
性
能
の
高
い
エ
ア
コ
ン
、

冷
蔵
庫
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
テ
レ
ビ
）

●
申
請
期
限

4
月
30
日（
金
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://eco-points.jp/

・
電
話

蕁
0
5
7
0
│

0
6
4
│

3
2
2

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
方

蕁
0
2
2
│

7
4
5
│

0
5
0
0

（
申
請
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
の
方
）

蕁
0
1
1
│

7
2
1
│

0
6
1
3

（
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
の
方
）

・
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
含
む
）

●
問
い
合
わ
せ

グ
リ
ー
ン
家
電

普
及
推
進
室（
蕁
0
3
│

3
5
0

2
│

0
6
2
5
）

素
敵
な
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

素
敵
な
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

市
結
婚
相
談
所
で
は
、「
素
敵
な
パ

ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
！
」
を
合
言
葉
に
、
出
会
い
の
場
を

創
出
す
る
『
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
』

を
開
催
し
ま
す
。

結
婚
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
方
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

2
月
28
日（
日
）午
後
1
時
30

分
〜
5
時（
受
付
午
後
1
時
〜
）

●
場
所

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
八
王
子

（
Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
前
）

●
内
容

パ
ー
テ
ィ
ー
方
式（
軽
食
）

●
参
加
資
格

男
女
共
　
25
歳
以
上
50

歳
未
満
の
独
身
の
方（
と
も
に
再
婚
可
）

●
参
加
費

男
性
　
6
千
円

女
性
　
3
千
円

●
申
込
期
限

2
月
17
日（
水
）ま
で

●
募
集
人
数

男
女
と
も
各
25
名（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

※
抽
選
の
場
合
は
、
2
月
21
日
ま
で
に
当
選
者
の
み
に
案
内
通
知
を
発
送

し
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
職
業
⑤
連
絡
先

⑥
初
・
再
婚
⑦
趣
味
⑧
自
己
Ｐ
Ｒ
を
明
記（
必
須
）の
う
え
、「
上
野
原
市

結
婚
相
談
所
」
事
務
局（
福
祉
課
）ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

〒
4
0
9
―

0
1
9
2
上
野
原
市
上
野
原
3
8
3
2

福
祉
課
福
祉
総
務
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
・
蕭
30
―

2
0
4
1
）

前回のふれあいパーティーの様子



●
日
時

2
月
18
日（
木
）・
19
日

（
金
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
正
午
、
午

後
1
時
〜
3
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室

●
問
い
合
わ
せ

大
月
税
務
署

（
蕁
22
―

3
1
5
1
）

新
規
高
卒
者

合
同
就
職
面
接
会

山
梨
県
、
山
梨
労
働
局
お
よ
び

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
新
規
高
校

卒
業
予
定
者
を
対
象
に
合
同
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

2
月
8
日（
月
）午
後
2

時
〜
4
時（
受
付
午
後
1
時
〜
）

●
対
象
者

平
成
22
年
3
月
新
規

高
校
卒
業
予
定
者

●
内
容

企
業
と
の
個
別
面
接
他

●
場
所

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

（
甲
府
市
丸
の
内
1
│

1
│

17
）

※
企
業
は
事
前
の
申
込
み
が
必
要

で
す
。

※
生
徒
は
学
校
を
と
お
し
て
申
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
企
業
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.yam

anashi
.jp/rosei-koy/index.htm

l

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
商
工
労

働
部
労
政
雇
用
課（
蕁
0
5
5
│

2
2
3
│

1
5
6
2
）

そ
の
他
、
申
告
書
、
各
種
計
算

書
、
明
細
書
お
よ
び
説
明
書
等
が

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

《
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
》

http://w
w
w
.nta.go.jp

■
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
簡
単
申
告

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告
は
次
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電

子
申
告

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
し
て
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
送

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
最
高
5
0
0
0
円
の
税
額
控
除

平
成
21
年
分
の
確
定
申
告
を
本

人
の
電
子
証
明
書
を
付
し
て
、

申
告
期
限
内
に
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で

行
う
と
、
所
得
税
税
額
か
ら
最

高
5
0
0
0
円
の
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
平
成
20

年
分
の
確
定
申
告
で
本
控
除
の

適
用
を
受
け
た
方
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。）

③
添
付
書
類
を
提
出
省
略

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収

票
等
は
、
そ
の
記
載
内
容
を
入

力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、

確
定
申
告
期
限
か
ら
3
年
間
、

確
定
申
告
は
お
早
め
に

確
定
申
告
書
は
ご
自
分
で
書
い

て
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

3
月
に
入
る
と
税
務
署
は
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
早
め
の
申
告
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
お
よ
び
贈
与
税
の
申

告
・
納
税
期
限
は
3
月
15
日

（
月
）で
す
。

▼
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
申
告
・
納
税
期

限
は
3
月
31
日（
水
）で
す
。

■
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
確
定
申
告
に
必
要
な
各
種

情
報
等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

《
確
定
申
告
書
等作

成
コ
ー
ナ
ー
》

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等

を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得

税
確
定
申
告
書
や
青
色
決
算
書
、

収
支
内
訳
書
、
消
費
税
等
の
確
定

申
告
書
、
贈
与
税
の
申
告
書
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
プ
リ
ン
タ

を
使
っ
て
印
刷
し
た
も
の
を
そ
の

ま
ま
税
務
署
に
提
出
で
き
ま
す
。

（
白
黒
印
刷
、
郵
送
可
）

ま
た
、
作
成
し
た
申
告
デ
ー
タ

に
電
子
証
明
書
を
添
付
し
て
送
信

（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。（
た
だ
し
、
贈
与
税
申
告
書

の
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
は
で
き
ま
せ
ん
。）
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書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還

付
申
告
は
、
早
期
処
理
し
て
い

ま
す
。（
3
週
間
程
度
に
短
縮
）

《
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
》

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

■
納
税
に
は
、
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

○
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
の
納
税
に
は
、
安
全
で

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、「
口
座
振
替
依

頼
書
」
を
、
前
記
の
「
申
告
・

納
税
の
期
限
」
ま
で
に
税
務
署

に
提
出（
郵
送
）し
て
く
だ
さ
い
。

○
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
、
税

務
署
お
よ
び
金
融
機
関
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
確

定
申
告
書
の
手
引
き
」
に
も
様

式
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
切
り
離
し
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

○
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
場
合
の

振
替
日
は
、
所
得
税
が
4
月
22

日（
木
）、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
お
よ
び
地
方
消
費
税
が
4
月

27
日（
火
）で
す
。

○
納
付
書
に
よ
り
納
税
さ
れ
る
場

合
は
、
前
記
の
「
申
告
・
納
税

の
期
限
」
ま
で
に
、
最
寄
り
の

金
融
機
関
窓
口
で
の
納
税
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
期
限
内
に
納
税
す
る
た
め
、
早

期
か
ら
計
画
的
に
納
税
資
金
の

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
譲
渡
所
得
・
贈
与
税
の
申
告

《
土
地
や
建
物
を

売
却
さ
れ
た
方
へ
》

平
成
21
年
中
に
土
地
や
建
物
を

売
却
さ
れ
た
方
は
、
譲
渡
所
得
に

つ
い
て
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必

要
で
す
。
な
お
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を

売
却
し
た
と
き
の
3
千
万
円
の
特

別
控
除
な
ど
の
特
例
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
確
定
申
告
書
の

提
出
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
贈
与
税
の
申
告
に
つ
い
て
》

個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と

き
は
贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な

り
、
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
大
月
税
務

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
税
理
士
会
が
行
う
無
料
申
告
相

談
会
の
ご
案
内

小
規
模
納
税
者
の
方
な
ど
の
た

め
の
所
得
税
お
よ
び
消
費
税
の
無

料
申
告
相
談
会
が
行
わ
れ
ま
す
。



市
立
病
院
で
は
電
子
カ
ル
テ

を
導
入
し
ま
す

市
立
病
院
で
は
、
3
月
1
日
か

ら
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
2
月
中
旬
か
ら
テ

ス
ト
運
用
を
開
始
し
、
予
約
診
療

者
の
受
付
方
法
を
変
更
し
ま
す
。

《
電
子
カ
ル
テ
と
は
…
》

従
来
の
紙
カ
ル
テ
に
代
わ
り
、

診
療
内
容
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

保
存
し
て
い
く
仕
組
み
で
す
。

電
子
カ
ル
テ
導
入
に
よ
り
、
院

内
の
伝
達
が
円
滑
に
な
り
、
検
査

等
の
状
況
が
速
や
か
に
担
当
医
師

に
伝
わ
る
の
で
、
患
者
さ
ん
の
待

ち
時
間
の
短
縮
な
ど
、
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

《
予
約
診
療
者
の

受
付
方
法
を
変
更
し
ま
す
》
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家
庭
教
育
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

子
ど
も
に
と
っ
て
家
庭
は
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
人

格
形
成
に
も
大
切
な
場
所
で
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
家
庭
の

大
切
さ
や
親
の
役
割
に
つ
い
て
あ

ら
た
め
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、

「
家
庭
教
育
講
演
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時

2
月
27
日（
土
）午
後
1

時
〜

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

・
講
演

「
子
育
て
は
親
育
て
か

ら
」

・
講
師

小
林
是
綱
先
生

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

・
予
約
診
療
の
方

こ
れ
ま
で
予

約
日
時
に
直
接
診
療
科
窓
口
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

電
子
カ
ル
テ
導
入
後
は
、
正
面

受
付
で
受
付
を
済
ま
せ
た
後
、

各
診
療
科
に
お
越
し
い
た
だ
く

方
式
に
変
更
し
ま
す
。

※
予
約
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

新
規
に
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
の

た
め
、
導
入
当
初
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院（
蕁

62
―

5
1
2
1
）

無
料
法
律
相
談
会

山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
で
は
、
借
金
問
題（
ク

レ
ジ
ッ
ト
・
消
費
者
金
融
等
多
重

債
務
）、
成
年
後
見（
高
齢
者
問

題
・
遺
言
・
相
続
問
題
）な
ど
で

お
困
り
の
方
の
た
め
の
無
料
法
律

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時

2
月
20
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時（
要
予
約
）

●
場
所

ぴ
ゅ
あ
富
士（
都
留
市

中
央
三
丁
目
9
│

3
）

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

山
梨
県

司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー（
蕁
0
5
5
│

2
5
3
│

2
3

7
6
）

人
権
擁
護
委
員
に
2
名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

甲
東
地
区
の
小
澤
宗
道
さ
ん
、

西
原
地
区
の
奈
良
國
雄
さ
ん
は
、

平
成
22
年
1
月
1
日
付
け
で
、

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

奈良國雄さん 小澤宗道さん

資　　格

☆20歳以上26歳未満（22歳未満の
者は大卒者（見込み含む））

☆大学院修士課程修了者（見込み）
は28歳未満

☆専門の大学卒（見込み）で20歳以
上30歳未満

☆専門の大学卒（見込み）で20歳以
上26歳未満（専門の大学院修士
課程修了者（見込み）は28歳未満）

18歳以上34歳未満

18歳以上で、保有する技能に応じ
て53歳～55歳未満

一
般
・
技
術

歯
科
・
薬
剤
科

一
般

技
能

幹
部
候
補
生

願書受付期間

4月1日（木）～
5月10日（月）

第1回
4月9日（金）まで
第2回
7月20日（火）～

10月8日（金）

試験日程

1次：5月15日（土）
16日（日）

2次：6月15日（火）
～17日（木）

3次：7月14日（水）
～23日（金）

第1回
4月17日（土）～19日（月）
第2回
10月16日（土）～18日（月）
※いずれか1日を指定

その他

【入隊】

平成23年3月下旬
～4月上旬

【合格発表】

第1回
5月21日（金）
第2回
11月19日（金）

予
備
自
衛
官
補

募集種目

平 成 2 2 年 度 自 衛 官 募 集 案 内

●問い合わせ 自衛隊山梨地方協力本部　大月地域事務所（蕁22－1298）



スポーツジム　ヨガ　エアロビクス　ダイエット

加圧トレーニング
（週1回の加圧トレーニングで絶大な効果を発揮致します。）

〈山梨県内スポーツ施設初導入！〉

体験希望者募集中
まずは、お電話下さい。（予約制）

健康増進施設メディオ
大月市駒橋1－2－36

電話　0554－22－1350
http://www.hachisuka.or.jp/

み
ん
な
の
手
芸
展
を

開
催
し
ま
す

み
ん
な
の
手
芸
展
実
行
委
員
会

で
は
、
郡
内
地
域
の
ク
ラ
フ
ト
愛

好
家
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。
約
500
点
も
の
力
作

が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
期

間
中
は
手
芸
体
験
教
室
も
行
い
ま

す
。

●
開
催
日
程

2
月
20
日（
土
）

〜
28
日（
日
）、
た
だ
し
22
日

（
月
）の
休
館
日
を
除
く
。

●
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
出
展
作
品

染
め
物
、
編
み
物
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
手
織
物
、
絵

画
、
切
り
絵
、
布
は
り
絵
、
押

し
花
、
陶
芸
、
粘
土
、
生
活
小

物
、
拓
本
な
ど
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確
定
申
告
書
等
作
成
の

個
別
相
談
会

社
団
法
人
大
月
青
色
申
告
会
上

野
原
支
部
で
は
、
青
色
申
告
会
会

員
の
た
め
の
決
算
書
お
よ
び
確
定

申
告
書
作
成
の
個
別
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
程

2
月
5
日（
金
）、
17
日

（
水
）、
22
日（
月
）、
26
日（
金
）、

3
月
10
日（
水
）

●
時
間

午
前
9
時
〜
正
午
、
午

後
1
時
〜
3
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
1

●
問
い
合
わ
せ

社
団
法
人
大
月

青
色
申
告
会
上
野
原
支
部（
蕁

23
│

3
5
4
5
）

市
職
員
の
人
事
異
動

1
月
1
日
付
け
で
、
市
職
員
の

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
、（

）内
は
旧
所
属
。）

〈
退
職
〉〔
12
月
31
日
付
け
〕

▼
横
瀬
一
利（
生
活
環
境
課
）

〈
派
遣
解
除
〉

▼
生
活
環
境
課
主
幹（
東
部
地
域

広
域
水
道
企
業
団
）加
藤
和
久

〈
配
置
換
〉

▼
市
民
課
主
査（
総
務
課
）

奈
良
陽
子

●
場
所

山
梨
県
郡
内
地
域
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー（
富
士
吉
田
市

上
吉
田
2
2
7
7
│

3
）

●
問
い
合
わ
せ

（
財
）山
梨
県

郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

4
4

0
6
）

「
親
力
ア
ッ
プ
講
座
」
を

開
催
し
ま
す

《
子
ど
も
の
コ
コ
ロ
が
わ
か
る

お
か
あ
さ
ん
に
な
る
！
》

社
団
法
人
ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育

振
興
協
会
八
王
子
・
上
野
原
地
区

実
行
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り

「
親
力
ア
ッ
プ
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時

2
月
25
日（
木
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
会
議
室

1
●
受
講
対
象
者

幼
児
か
ら
中
学

生
の
保
護
者

●
受
講
料

無
料

●
定
員

・
受
講
定
員

50
名（
要
予
約
）

・
保
育
定
員

10
名（
要
予
約
）

●
講
師

下
橋
八
靖
子（
社
団
法

人
ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興
協

会
首
都
圏
講
師
）

※
後
援
　
上
野
原
市
教
育
委
員
会

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
社
）

ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興
協
会

（
川
面
蕁
0
4
2
―

6
3
5
―

0

7
1
0
・
前
田
蕁
0
4
2
―

6

3
6
―

3
4
9
4
）

リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー
へ

ご
来
館
く
だ
さ
い

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
平
成

37
年（
2
0
2
5
年
）に
東
京
〜
名

古
屋
間
で
営
業
運
転
が
開
始
さ
れ

る
予
定
で
す
。

都
留
市
に
あ
る
県
立
リ
ニ
ア
見

学
セ
ン
タ
ー（
都
留
市
小
形
山
2

3
8
1
）で
は
、
リ
ニ
ア
に
関
す

る
各
種
の
展
示
物
の
見
学
や
、
各

種
リ
ニ
ア
グ
ッ
ズ
の
購
入
が
で
き

ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ニ
ア
の
走
行
試
験
に

つ
い
て
は
、
実
験
線
の
延
伸
工
事

に
伴
い
、
当
面
実
施
を
見
合
わ
せ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
見
学
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
Ｊ
Ｒ
東
海
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
営
業
時
間

午
前
9
時
〜
午
後

5
時（
入
館
は
午
後
4
時
30
分

ま
で
）

●
休
館
日

毎
週
月
曜
日（
た
だ

し
、
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

●
問
い
合
わ
せ

県
リ
ニ
ア
交
通

課（
蕁
0
5
5
―

2
2
3
―

1
6

6
4
）、
県
立
リ
ニ
ア
見
学
セ

ン
タ
ー（
蕁
45
―

8
1
2
1
）

広
　
　
告

広告募集中

募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一
定の制限を設けています。広告の募集は、上野原市
有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
●掲載料 月額10,000円
●掲載期間 3か月　
●応募・問い合わせ
企画課政策推進担当（蕁62－3118）



富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

巌
地
区

岡
部
人
憲

ひ
と
の
り（

和
広
）

島
田
地
区

山
口
莉
央

り

お（
翔
太
）

上
野
原
地
区

杉
本
ゆ
り
か（
比
佐
夫
）、
佐
藤
凛り

ん

（
昌
利
）、
小
野
晴
揮

は
る
き（

元
揮
）、
海
上

裕
紀

ゆ
う
き（

裕
俊
）、
佐
藤
迅じ

ん（
誠
也
）

島
田
地
区

萩
原
裕
樹
＝
齋
藤
え
み
こ

飯
島
一
貴
＝
大
久
保
佳
織

上
野
原
地
区

田
中
重
則
＝
多
賀
井
千
里

多
見
修
＝
清
水
亜
紀

し
、
平
成
22
年
3
月
末
ま
で
に

申
請
し
た
も
の
に
限
る

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
4
）

飲
料
水
水
質
検
査
を

廃
止
し
ま
す

山
梨
県
が
行
っ
て
い
る
飲
料
水

水
質
検
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
22

年
3
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま

す
。
4
月
以
降
は
次
の
検
査
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
検
査
機
関
》

・（
社
）山
梨
県
食
品
衛
生
協
会

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

2
0
3
6
）

・（
株
）メ
イ
キ
ョ
ー（
蕁
0
5
5
│

2
2
8
│

2
8
5
8
）

・（
株
）山
梨
県
環
境
科
学
検
査
セ

ン
タ
ー（
蕁
0
5
5
│

2
7
8
│

1
6
0
0
）

・（
株
）環
境
計
量
セ
ン
タ
ー
山
梨

（
蕁
0
5
5
│

2
8
4
│

8
1
3

1
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
課（
蕁
0

5
5
5
│

24
│

9
0
3
3
）

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
12
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

県
で
は
特
定
不
妊
治
療（
体
外

受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
）を
行
っ

た
夫
婦
に
対
し
て
、
費
用
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
国
の

経
済
対
策
に
よ
り
1
回
あ
た
り
の

助
成
限
度
額
が
10
万
円
か
ら
15
万

円
に
拡
充
し
て
い
ま
す
。

※
来
年
度
以
降
の
助
成
額
は
未
定

で
す
。

●
対
象
者

・
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
山
梨
県
に

住
所
を
有
し
て
い
る

・
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
お
り
、

特
定
不
妊
治
療
以
外
で
は
妊
娠

の
見
込
み
が
極
め
て
少
な
い
と

医
師
に
診
断
さ
れ
た
夫
婦

・
夫
婦
の
所
得
合
計
額
が
730
万
円

未
満

●
対
象
と
な
る
治
療

・
山
梨
県
が
指
定
し
た
医
療
機
関

で
受
診
し
た
特
定
不
妊
治
療

●
助
成
額

・
治
療
1
回
あ
た
り
15
万
円
を
限

度
と
し
て
助
成（
年
度
2
回
ま

で
）

●
対
象
期
間

・
平
成
21
年
度
内
に
治
療
が
終
了

伝
　
　
言
　
　
板

上野原地区 小林 菜々子
な な こ

ちゃん（10歳2か月）

百々花
も も か

ちゃん（8歳3か月）
美咲
み さ き

ちゃん（6歳6か月）
璃子
り こ

ちゃん（0歳6か月）
紀彦さん恭子さんの長女・二女・三女・四女

“いつまでも4姉妹仲良しでいてネ”

上野原地区 坂本 彩希
さ き

ちゃん（5歳8か月）

優衣
ゆ い

ちゃん（3歳7か月）
康嘉さん香織さんの長女・二女

“春から妹も幼稚園生…
お姉ちゃん、よろしくね！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

婚

姻



大
目
地
区

清
水
ふ
さ
子（
正
秀
）

甲
東
地
区

守
屋
正
夫（
誠
治
）、
和
智
福
江

（
要
一
）

巌
地
区

久
島
登
美
子（
武
雄
）、
小
俣
千
代
子

（
ゆ
り
子
）

島
田
地
区

志
村
は
な（
宗
明
）、
宮
野
修
之
助

（
元
子
）

上
野
原
地
区

石
井
和
闊（
政
吉
）、
黒
田
正
雄

（
健
治
）、
臼
井
四
郎（
美
智
子
）、

秦
野
た
ね
子（
正
人
）、
落
合
宣
種

（
直
樹
）、
小
笠
原
義
數（
け
さ
子
）

棡
原
地
区

鷹
取
常
子（
和
久
）、
山
下
正
平

（
鐡
丸
）、
白
鳥
　
子（
尼
闢
正
文
）、

網
野
千
栄
子（
安
富
）

西
原
地
区

岡
部
武
貞（
正
雄
）

秋
山
地
区

関
戸
か
つ
よ（
好
治
）、
天
野
定
重

（
博
文
）

『
ゆ
き
の
う
え
の

あ
し
あ
と
』
ほ
か

◎
日
時
　
2
月
20
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

『
夢
十
夜
』

夏
目
漱
石
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
2
月
21
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

モ
コ
／
絵
　
小
学
館

◆
『
み
ん
な
が
そ
ろ
う
日
』

ヨ
ー
ケ
・
フ
ァ
ン
・
レ
ー
ウ
ェ

ン
／
作
　
野
坂
悦
子
／
訳
　
す

ず
き
出
版

◆
『
も
し
も
学
校
に
行
け
た
ら
』

後
藤
健
二
／
著
　
汐
文
社

絵

本

○
『
ふ
ゆ
の
よ
う
せ
い

ジ
ャ
ッ
ク
・
フ
ロ
ス
ト
』

カ
ズ
ノ
・
コ
ハ
ラ
／
作
　
石
津

ち
ひ
ろ
／
訳
　
光
村
教
育
図
書

○
『
か
あ
さ
ん
を
ま
つ
ふ
ゆ
』

Ｅ．

Ｂ．

ル
イ
ス
／
絵
　
ジ
ャ

ク
リ
ー
ン
・
ウ
ッ
ド
ソ
ン
／
文

光
村
教
育
図
書

○
『
か
か
し
の
じ
い
さ
ん
』

黒
井
健
／
絵
　
深
山
さ
く
ら
／

作
　
佼
成
出
版
社

○
『
富
士
山
に
の
ぼ
る
』

石
川
直
樹
／
著
　
教
育
画
劇

○
『
ベ
ニ
ー
は
お
に
い
ち
ゃ
ん
』

オ
ー
ロ
フ
・
ラ
ン
ド
ス
ト
ロ
ー

ム
／
絵
　
バ
ル
ブ
ロ
・
リ
ン
ド

グ
レ
ー
ン
／
文
　
ラ
ト
ル
ズ

『
モ
チ
モ
チ
の
木
』

◎
日
時
　
2
月
13
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
15
分

午
後
2
時
〜
2
時
15
分
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上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

2
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

7 8 9 10 11 12

28

13
14 15 16 17 18 19 20

2321 22 24 25 26 27

651 2 3 4

一

般

書

◇
『
悪
武
蔵
』

小
嵐
九
八
郎
／
著
講
談
社

刀
で
人
を
殺
め
つ
く
し
て
、

大
悪
人
を
目
指
し
た
。
そ
の
我

欲
の
中
に
、
確
か
に
空
し
さ
の

「
空
」
は
あ
っ
た
。

◇
『
ゼ
フ
ィ
ラ
ム
』

楡
周
平
／
著
　
朝
日
新
聞
出
版

日
本
自
動
車
工
業
社
長
・
牧

瀬
亮
三
は
、
Ｃ
Ｏ
2
を
劇
的
に

削
減
す
る
新
型
車
開
発
の
た
め

に
、
ア
マ
ゾ
ン
の
原
始
林
を
利

用
す
る
こ
と
を
着
想
す
る
が

…
。

◇
『
水
魑
の
如
き
沈
む
も
の
』

三
津
田
信
三
／
著
　
原
書
房

奈
良
の
山
中
の
村
で
行
わ
れ

た
珍
し
い
雨
乞
い
の
儀
。
そ
の

最
中
、
刀
城
言
耶
の
眼
前
で
事

件
は
起
き
た
。
二
転
三
転
の
す

え
に
示
さ
れ
た
真
犯
人
と
は

死

亡

…
。

◇
『
パ
イ
レ
ー
ツ
』

マ
イ
ク
ル
・
ク
ラ
イ
ト
ン
／
著

酒
井
昭
伸
／
訳
　
早
川
書
房

海
賊
が
跋
扈
す
る
17
世
紀
半

ば
の
カ
リ
ブ
海
。
ス
ペ
イ
ン
の

財
宝
船
を
奪
う
べ
く
、
百
戦
練

磨
の
英
国
私
掠
船
船
長
が
繰
り

広
げ
る
激
闘
を
描
く
。

◇
『
ガ
ー
ル
ズ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』

あ
さ
の
あ
つ
こ
／
著
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ

研
究
所

江
戸
深
川
で
、
医
師
で
あ
る

父
の
仕
事
を
手
伝
う
お
い
ち

は
、
こ
の
世
に
思
い
を
残
し
て

死
ん
で
い
っ
た
人
の
姿
が
見
え

る
。

◇
『
や
さ
ぐ
れ
る
に
は
、

ま
だ
早
い
！
』

豊
島
ミ
ホ
／
著
　
メ
デ
ィ
ア
フ

ァ
ク
ト
リ
ー

初
め
て
彼
氏
の
居
る
ク
リ
ス

マ
ス
、
ひ
と
り
花
火
大
会
、
同

棲
問
題
…
。
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

『
Ｌ
25
』
掲
載
の
エ
ッ
セ
イ
を

ま
と
め
る
。

児

童

書

◆
『
チ
ー
ム
ひ
と
り
』

吉
野
万
理
子
／
作
　
宮
尾
和

孝
／
絵
　
学
研
教
育
出
版

◆
『
シ
ャ
ボ
ン
玉
同
盟
』

梨
屋
ア
リ
エ
／
著
　
講
談
社

◆
『
パ
パ
は
じ
ど
う
し
ゃ
だ
っ
た
』

角
野
栄
子
／
作
　
オ
ー
ム
ラ
ト

☆
お
は
な
し
会
☆

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
朗
読
館
☆

☆
子
ど
も
映
画
会
☆
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広
報

電
話
：
0554-62-3111（

代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
h
ttp
://w
w
w
.city.u

en
o
h
ara.yam

an
ash
i.jp

E
-m
ail：
kikaku

@
city.u

en
o
h
ara.lg

.jp

1月11日、旧上野原中学校グラウンドで、平成22
年上野原市消防団出初式が行われました。式典には各
地区の消防団員や消防関係者が出席し、消防活動に功
績のあった消防団員の表彰や、大鶴・島田分団による
ポンプ操法の演技が披露されました。

平成22年上野原市成人式

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

1月11日、平成22年上野原市成人式がもみじホールで行われました。
今年の上野原市内の対象者は総勢338人で、当日は男性148人、女性
119人が出席しました。色とりどりの振袖や袴、スーツに身を包んだ平
成生まれの新成人は、旧友との再会を懐かしむ人、久しぶりの再会に会話
が弾む人など、さまざまな表情で人生の節目の1日を楽しんでいました。
成人式は実行委員のみなさんの手により企画・運営し、盛大に開催さ

れました。実行委員のみなさん、本当にご苦労様でした。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●27,097人 （－29）
男 ●13,536人 （－ 5）
女 ●13,561人 （－24）
世帯●10,000世帯（－ 5）
平成22年1月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●上野原市消防団出初式
1月9日、島田地区駒門で古くから続く「俵転がし」

が行われました。
地元の小学生が、地区の家々をまわり、「千俵

せんたら

・
万俵
まんたら

、七福神が舞い込んだ。」の掛け声で俵を投げ込
み、無病息災・商売繁盛を願いました。

●島田地区駒門で俵転がし

甲東小学校は、旧校舎が土砂等の災害危険区域にあ
ったため、旧平和中学校校舎を改修し新校舎へ引っ越
ししました。
1月12日、新学期の始業式が行われ、児童たちは

新たな学舎に元気よく登校しました。

●甲東小学校が引っ越し
1月14日、秋山地区でどんど焼きが行われました。

夕方4時ごろやぐらに火を付けると、地域の大人から
子どもまで大勢の方が集まり、火を囲みながら団子な
どを食べ、1年の健康を願いました。
（写真は秋山地区板崎のどんど焼きの様子）

●秋山地区でどんど焼き
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番
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